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　晴天の日、近所の公園へ

散歩に出かけました。おや

つ、水筒に温かいお茶を入

れて。季節を目や肌で感じ

ながら、ゆっくりと目的地

まで向かいました。公園に

着き、早速おやつを食べ、

お茶を飲み、周りの風景を

見て談話し、来た道とは別

の道を帰りました。

　みなさん、散歩やドライ

ブへ出かけると、とても生

き生きとした表情を見せて

くれます。

　散歩は認知症の方によい

影響を与えてくれるという

ことで、もっともっと取り

入れていきたいです。

「いろいろな場所に出かけ

ましょうね！！」

　　石本ひとみ　

（のがわの家　スタッフ）

題字：江口　睦美 （カット：くさのあき）
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　水俣病公式発見から５０年、患者救済は混沌として

出口の見えない迷路の中にある。

　経済的にも文化的にも世界のトップクラスを自認

する我が国が、半世紀を経ても水俣病被害者の完全

救済もできないのは先進国として誠に恥ずかしい。

患者はもとより、一般市民にも憤りをこえて遣る瀬

ない気持が充満している。

　２００４年１０月に、最高裁が、国と熊本県にも水俣病

の拡大責任があると断罪したのを受けて小池環境大

臣は、国の過ちの本質を確り検証し、二度と同じ過

ちを犯さないよう教訓を見つけてもらいたいと、大

臣の私的な「水俣病に関する懇談会」を設けられた。

私も委員の一人として参加している。そこで、役目

が果たせるよう改めて水俣病問題の勉強を始めた。

国会の委員会の質疑応答、裁判の証言記録、各種の

論文などに目を通しているが、調査学習すればする

ほど水俣病事件は時間的にも空間的にも凄く膨大で、

かつ複雑怪奇な公害であると認識を新たにしている。

　政治の世界には、「大の虫を生かすために小の虫

を殺す」という論理がある。戦後の国策であった高

度経済成長という大の虫を生かすために、水俣病は

小の虫として踏み躙られるという悲運に遭ってし

まった。国は、その国策遂行の中で踏み台にされた

弱者を、高度経済成長の利益を受けた国民を代表し

てあたたかく救済する責務があったが、悲しいかな

被害者への温かい視点と生命への畏敬の念を欠き無

辜の民の悲劇を大きく増幅してしまった。

　５０年に及ぶ歴史の中で翻弄され続けた水俣病対策

は、もがけばもがくほど泥沼に嵌る蟻地獄と化して

いる。ひとつ手を加えると幾つもの矛盾が吹き出す。

もはや、理路整然とした解決策はなくなっている。

そこで私は、専門家、有識者による権威のある審議

会を設け、認定問題をはじめ、既存の制度の問題を

含め徹底的に検討されるべきだと提言している。さ

らには、複雑な既存の制度を越える新たな発想はな

いか。大胆な政治決断はできないか。５０年間の経験

から知恵を導き出してもら

いたいと思っている。

　水俣病に関する国会の委

員会質疑応答を見ると、平

成８年、政治解決後の国会

で、菅直人元厚生大臣は

「歴代の厚生大臣は『自分

は責任を認めたかったが、なかなか言えなかった』

と言われるのを聞いている。行政は患者、一般の人

の感覚を大事にして誤ったと思えば変えていく勇気

をもつべきではないか」と、平成１１年に与謝野元通

産大臣は「当時の通産大臣は、企業責任、行政責任

に抜かりがあったと反省していると言っておられ

る」と答弁されている。担当の責任ある大臣が自ら

の価値基準で判断し責任を認めていながら、公的に

表明できないのはなぜだろうか。大臣の良心の披瀝

を萎ませ竦ませた呪縛の正体は、当時の高度経済成

長という国策であったのは間違いない。だが、経済

優先が批判され反省も進んだ現在、なお国の態度は

強固である。その根底で柔軟な対応ができないよう

縛っているのは一体何だろう。はじめに「複雑怪奇

な公害」と書いたのはこのことである。

　今、ビルの耐震強度偽装やアスベスト公害が国民

を震駭させている。「企業倫理を欠いた経済行為の

先には、多くの生命の危機が存在する」。「規制など

の対策の遅れは、とてつもなく被害を拡大する」と

いう水俣病の教訓が何一つ生かされていないのは悲

しい。

　新聞やテレビでは、連日のように水俣病問題の特

集が見られる。だが、東京などの大都市には何も報

じられていない。現在の企業の不祥事を防止するた

めには水俣病の教訓を全国民が共有することが何よ

りも重要なことである。

　５０年。改めて水俣病の発信の重要さを思い知らさ

れる。それは水俣のためだけではなく、むしろ日本

の将来のために、国民の安全な生活をまもるために。
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　昨年１０月３日に第１陣５０名が提訴したノーモア・ミナマタ国賠訴訟は、その後追加提訴を重ね、水俣病の公

式確認５０周年に当たる本年５月１日を前に、第５陣までの提訴で合計１，０２８名のマンモス訴訟に発展しました。

第３陣以降は、水銀汚染地域から熊本県外に転出された方々も含まれていますが、大半は不知火海沿岸地域の

居住者です。もちろん、全員が医師によって水俣病との診断を受けた公害被害者です。

　平成１６年の最高裁判決で、国の水俣病認定基準である昭和５２年判断条件で切り捨てられた人たちが、水俣病

として司法救済されました。事実上、この判断条件は司法によって否定されたわけです。環境省は、それでも

判断条件は変更しないと強硬姿勢を取りました。そうすると、認定審査会が判断条件に従って切り捨てても、

司法で水俣病として救済されるということになるため、熊本県・鹿児島県の認定審査会の委員らがそのような

茶番劇につきあうことを潔しとせず、再任を拒否しました。委員不在となった両県の審査会は、今でも再開の

メドは立っていません。現時点で、約４，０００名もの認定申請者がいるのに、審査自体ができない状況が続いて

いるのです。国が独自の認定審査会を再開するようですが、判断条件を変えない以上、国の審査会委員に就任

する人がいるのかどうかは疑問です。

　また、環境省が幕引きのために用意した新保健手帳は、新たな被害者の掘り起こしにしかならず、認定申請

を取り下げたのはわずかに１割程度に止まりました。

　さらに、環境大臣の有識者による私的懇談会である「水俣病問題に係る懇談会」でも、環境省の思惑を外れ、

懇談会の提言として、被害者救済問題、特に判断条件の問題に触れなければ意味がないとの認識を示す委員が

続出し、本年５月１日までに提言をまとめることを断念せざるを得なくなりました。

　このように、環境省が水俣病問題の幕引きをしようとしてきたこととは別に、熊本県は、メチル水銀の影響

を明らかにするため、不知火海沿岸住民の健康調査を提案しています。これは、現在の被害実態を明らかにす

るためには、是非とも必要なことですし、行政でなければできないことでもあります。環境省は、この熊本県

の提案にも難色を示しています。

　私たちは、こうした情勢を踏まえ、司法による救済制度が早期に確立するよう、力を尽くして行く覚悟です。

そのために、熊本学園大学の原田正純教授が呼びかけて提案された共通診断書書式と診断基準の策定が、今、

水俣病問題にかかわられてきた医師らによって精力的に進められています。私たちは、この共通診断書の書式

に従って作成された原告１人１人の診断書を、１日も早く裁判所に提出し、これに基づく解決を迫ることにし

ています。司法における救済のルールが決まれば、水俣病の被害者救済は、最終的な決着に向かうことになる

でしょう。

　ところで、原告らの中で注目すべきは、年齢がまだ３０代という若年被害者らが存在する点です。チッソ水俣

工場がメチル水銀を含有するアセトアルデヒド廃液の排出をやめたのは、昭和４３年（１９６８年）５月のことでし

た。それから既に３８年もの年月が経過しようとしています。今３０代の被害者が存在することは、排水停止後も

汚染は続いていたことの端的な証明です。このような被害者らが発生したことは、水銀が除去されていない以

上、当然の結果と言えるでしょう。事実、水俣湾には、国際標準となった赤木法による水銀濃度測定によれば、

今でも国の基準値を超える総水銀あるいはメチル水銀を含有する汚染魚が存在するとの報告があります。環境

破壊の恐ろしさをまざまざと見せつけられた気がします。一旦破壊された環境を復元するには、莫大な費用と

労力がかかります。当然、チッソと行政が責任を持って取り組むべき課題です。彼らの責任に基づく環境復元

なしに、広い意味での水俣病問題の最終的な解決はあり得ないと思っています。ノーモア・ミナマタ訴訟が、

こうした最終解決の契機になればと心から願っています。
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　去る２月１８日に行われた水俣芦北臨床研修会で、私たちの取り
組みを「入居後、突然の無断外出を繰り返す入居者への対応」と
題して発表しました。
　認知症の方々の場合は入居の意思決定はご本人ではなく家族に
ゆだねられる場合がほとんどです。住み慣れた環境から突然グ
ループホームなどに入居されることは、本人にとって非常に理不
尽で耐え難いものなのではないでしょうか。今回、発表したＡさ
んもその一例です。
　Ａさんは、認知症の症状が現れてからもデイ・給食サービスを
受けながら一人暮らしを続けていましたが、生活障害が悪化しグループホーム入居となりました。はじめの４
日間は家事にも積極的に参加されるなど入居を喜んで受け入れているかのように見えましたが、５日目に突然、
家事をやめ「私を女中にして…。帰ります。連れて行ってください…」。時を選ばないＡさんの要求に「即、
応えるケア」の展開が始まりました。
　まず、Ａさんの行動・要求に徹底して応えるという原則をスタッフ間で意思統一をしました。突然の外出に
よる事故防止策として夜間のスタッフを二人にし、外出要求に応じられるようスタンバイしたのです。
　さらに不穏・興奮・無断外出などの行動障害を記録・分析するための書式も考案し、Ａさん対応のコツを掴
んでいきました。
　Ａさんは女学校卒。普段は言葉遣い・仕草も大変丁寧で、自然の景色に感動されるロマンティスト。自宅に
帰る車中、窓外の景色にうっとりされると、それまでの興奮がふっと収まりグループホームへの帰途となりま
す。多い時で１日５回、それを３ヶ月程繰り返しました。
　ケアと同時に認知症専門医を受診し、薬物療法も並行して行いました。Ａさんの毎日の状態を記録し、医師
に情報提供することで薬の微量調整を行い、副作用を起こすことなく、症状の改善をもたらしました。入居後
３ヶ月目には、突然の飛び出しがなくなり、夜間のスタッフ二人体制は中止しました。
　『ここはいいとこです。皆さんよくしてくださいますので。』他の入居者への温かい心遣い、言葉がけなど、
本来のＡさんらしさの回復が見られ、先日はみそ汁を一人で全行程作ることができ、皆で喜び、おいしくいた
だきました。
　認知症の方のケアの原則は、その方のあるがままを受け入れることであり、Ａさんの辛い想いに正面から誠
実に向き合い、真摯に応えることで、私たちとＡさんとの信頼関係が構築されたものと思います。そのことが、
グループホームの暮らしを受け入れるという結果をもたらしたのではないでしょうか。
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　私こと杉浦竜夫は平成１６年１月～３月に患者３団体とほっとはうすの協力を得て、水俣地域の環境被

害と環境再生に関する経済学的な調査を行いました。（その結果に関しては本誌１２号に掲載）この度、

その分析を博士論文としてまとめ、この３月２４日、北海道大学経済学研究科で博士号（経済学）を授与

されましたので、ご報告いたします。（論題：「環境被害と再生の経済学的研究」）

　この論文は聞き取り調査にご協力いただいたみなさまからの貴重なお話がなければ決して完成するも

のではありませんでした。今後はみなさまが乗り越えてこられた水俣病問題の教訓を継承するとともに

より確かな社会の構築に向けて経済学の分野から研究に邁進する所存でございます。ご協力いただいた

みなさまに改めてお礼申し上げます。本当にありがとうございました。　
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　天降川上流の産廃建設に反対する流域住民の会
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　霧島市は、昨年１１月に周辺の１市６町が合併してできた鹿児島県内２位の面積・人口を擁する市です。（以
下、全て旧地名）。２００２年、牧園町持松地区の山林に、産廃業者が管理型処分場建設を企図し、民有地の購入
譲渡を画策していることが同町議会で発覚しました。天降川は霧島市を南北に流れ、錦江湾に注ぎます。毎年
鮎の稚魚が採取され、県内主河川はもちろん、球磨川や遠くは山陰まで出荷しています。下流域は水田や畑地
も多い緑豊かな土地で、古来著名な温泉地でもあります。
　２００３年、「天降川上流の産廃建設に反対する流域住民の会」（以下、住民の会）は、水源地が近いなど条件が
悪く絶対に造るべきではないと考え、活動を開始しました。以来、議会への陳情、現地調査、漁協・水利組
合・温泉組合への申し入れ等を行ってきました。
　２００５年２月、国分市長は川内地区を処分場の適地として県に推薦すると表明しました。丁度この頃、不動産
業者が承諾書や同意書を集めていることが判明しました。住民の会は隼人・牧園両町長への申し入れや要望書
提出と意見交換、署名運動、温泉組合・水利組合・知事へ再申し入れ、東亜環境（産廃建設業者）の住民説明
会への傍聴や抗議行動などを展開、続いて鹿児島大学助教授と川内産廃の代表を迎え「湾奥の水を守る集い」
「産廃を考える」などの学習・講演会なども開催しました。さらに陳情書を国分・牧園・隼人の各議会議長宛
に提出し、８月には隼人町本会議での採択に至っています。
　新しく就任した前田終止霧島市長は今年３月の市議会で白紙撤回の方針を表明しました。「産廃建設は、住
民の意向尊重と、白紙撤回も有り得る」と！
　これも住民の一致団結した努力があっての結果だと思います。県側（知事）と一部市議は依然、「川内地区
建設」の旨を繰返していますが、住民の会では川内地区と連携を図り、市長がマニュフェストで公表している
『天降川保全条例制定』の推進と、その実現のための取組を強化し、より良い内容の条例となるよう提言して
いくことを確認しています。来る５月１３日には、「水銀による水質汚染の現状や生態」と「菊池川保全条例」
の学習・講演会を計画し、行政担当者も含めた運動にしようと準備の真最中です。
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　去る２月２６日午後、東京のアルカディア市ヶ谷（私学会館）で、藤野
糺先生が「久保医療文化賞」を受賞しました。藤野先生が受賞したのは
「環境と公害」の分野ですが、その主な功績は水俣病において果された
役割です。
　藤野先生は、水俣病患者とともに、現地水俣で水俣診療所、水俣協立
病院を作り、１万人を超える水俣病患者を診断するなど精力的な闘いを
行ってきた。藤野医師は、こうした闘いの上に、桂島検診を行い、「有

機水銀濃厚汚染の事実と四肢末梢性感覚障害で水俣病」とする病像を明らかにしてきた。
　この時期、環境庁は、逆に水俣病の判断には複数症状の組合せが必要として、水俣病患者大量切捨て政
策を確立し、強行してきた。
　１９８５年８月１６日福岡高裁判決は、藤野医師の見解を支持し、水俣病第３次訴訟で福岡高裁（友納治夫裁
判長）は藤野医師の見解を元に和解案を示しました。藤野医師の見解はさらに９６年の政府解決策に採用さ
れ、現在でもノーモア不知火国賠訴訟を支える考え方です。
　受賞の日は奥様も御一緒で、内助の功が披露されました。
　なお、同時に、宮本憲一先生が久保医療文化特別賞を受賞され、記念講演も行われました。
　豊田誠弁護士は挨拶の中で、藤野先生らが受賞したことで、久保医療文化賞の社会的評価が上がったと
いうことを述べています。同感の至りです。
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１月１８日　ＮＰＯみなまた介護部会
　　２０日　ＮＰＯみなまた理事会
　　２０日　キトさん家、宝川内地区復興祭参加
　２１・２３日　介護部会
３月３０日　ＮＰＯみなまた事務局会議
　　３１日　ＮＰＯみなまた介護部会
４月７日　ＮＰＯみなまた理事会

����
１月２１日　水俣病被害者の会世話人会
２月２１日　協立病院９条の会、森住卓講演会
　　２２日　ノ－モアミナマタ訴訟第４陣追加提訴
　　２４日　ノ－モアミナマタ訴訟第２回弁論
３月１２日　水俣病公式確認５０年シンポジウム
４月２８日　ノ－モアミナマタ訴訟第３回弁論
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　　　　　��：６月１１日（日）　　　　　　　　　　　　　
　　　　　��：水俣市文化会館（１：３０～３：００）　　　　��：水俣病訴訟弁護団・ノーモアミナマタ訴訟弁護団
　　　　　　　　水俣市もやい館（３：１５～５：１５）　　　　　　　不知火患者会・水俣病被害者の会全国連絡会など
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